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大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

愛する若い姉妹の皆さん，皆さん
は主の教会の明るい希望です。
今晩，そのことを皆さんに確信

してもらえるよう話します。その確信が神
から受ける深い証となるならば，皆さんが
日々，時々刻々何を選ぶかが定まってくる
でしょう。そして皆さんにとっては一見さ
さいな選択を通して，主は皆さんが望む
幸福へと導いてくださいます。皆さんの
選択を通して，主は無数の人を祝福するこ
とがおできになります。

今晩この場に集うという選択は，大切
な選択の一つに数えられます。100万人
以上の若い女性と母親，指導者が招待さ
れています。ほかのあらゆる選択肢の中
から，皆さんはこの場に集うことを選びま
した。皆さんに確信があったから選んだ
のです。

皆さんは，イエス・キリストの福音を信
じる人々です。皆さんはその信じているこ
とのために，主の僕

しもべ

の声を聞こうとこの場
に集まりました。その信仰のために，この
場で聞く事柄や感じる事柄によって，生活
が向上するよう願いました。皆さんは，イ
エス・キリストに従うことがさらに幸福に
なる方法であると心に感じました。

大事な選択をしたつもりはなかったか
もしれません。友人や家族と一緒に過ご
すことに魅力を感じたのかもしれません。
誘ってくれた人の親切にこたえただけか
もしれません。しかし，気づいていなかっ

たとしても，皆さんは「わたしに従ってき
なさい」と繰り返し招かれる救い主のか
すかな声を感じていたはずです。1

ここに集っている間に，主は主を信じる
皆さんの信仰を深め，証を強めてください
ました。皆さんが聞いたのは言葉や音楽
以上のものです。皆さんは，地上における
主の真の教会に生ける預言者がおり，幸
福に至る道が主の王国にあるという御

み

霊
たま

の証を心に感じました。この教会が今
こん

日
にち

地上における唯一まことの生ける教会で
あるという皆さんの証は強められました。

全員が同じことを感じたわけではあり
ません。ある人は，トーマス・S・モンソ
ン大管長が神の預言者だという御霊の証
を感じたでしょう。またある人は，正直や
徳，すべての人に善を行うことこそが救い
主の特質だと感じたかもしれません。そ
して，主のようになりたいというさらに大
きな望みを抱いたことでしょう。

皆さんはイエス・キリストの福音に対す
る証を強めたいと願っています。ブリガ
ム・ヤング大管長は，はるか昔に皆さんの
必要を予見していました。彼は神の預言
者としての予見力により，142年前に皆さ
んと皆さんの必要を見たのです。ヤング
大管長は愛にあふれた父親であり生ける
預言者でした。

ヤング大管長はこの世の影響が自分自
身の娘たちに襲いかかるのを見ることが
できました。この世の影響のために娘た

ちが幸福に至る主の道からそれているの
を見ました。当時これらの影響が及ぶよ
うになった一つの原因は，それまで隔絶
され守られていた聖徒たちが大陸横断鉄
道により一般社会と結ばれたことでした。

ヤング大管長は，今日の驚異的な科学
技術により，手のひらに収まる機器を用い
て全地の無数の考えや人々につながる選
択ができる様子を見ることはなかったか
もしれません。しかしヤング大管長は，自
分の娘たちや皆さんにとって，愛にあふれ
た生ける神と，神の幸福の計画に対する
力強い証に基づいて選択を行うことがい
かに大切かを予見していました。

ヤング大管長が娘たちに与えた，預言
者としての霊感あふれる次の勧告は，常
に皆さんにも当てはまります。

この勧告こそ，わたしの今晩の話の中
心となるものです。ヤング大管長がこれ
を語った場所は自宅の一室です。今この
メッセージを全世界の国々に住む神の娘
たちに向けて語っているこの場から 1 マ
イル（約1.6 キロ）も離れていない所でし
た。大管長はこう述べたのです。「イスラ
エルの若い娘たちは真理に対する生きた
証を得る必要があります。」2

その後ヤング大管長は若い女性の団体
を創設しました。現在主の教会で「若い
女性」と呼ばれている組織の前身です。
大管長は，日曜日の晩に自宅の居間で開
かれた集会でこの団体を創設したのです
が，そのときに彼が選択した事柄のすば
らしい影響の一端を，皆さんは今晩感じ
たことでしょう。

100 年以上たった今，全世界のイスラ
エルの娘たちは真理に対する自分自身の
生きた証を持ちたいと望んでいます。自
分を強め，永遠の命に至る道を導いてく
れる，その成長する生きた証を今から後
ずっと持つ必要があります。そして，その
ような証があれば，キリストの光を全世界
のあらゆる世代の兄弟姉妹に届ける人と
なることができます。

皆さんは証がどのようなものであるか

生きた証
あ か し

証は，信仰の祈りや，聖文に記された神の御
み

言
こと

葉
ば

を求める強い望
み，真理に従うことによって培う必要があります。
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経験から知っています。ジョセフ・フィー
ルディング・スミス大管長は，証とは謙虚
に真理を求める人に啓示により与えられ
る確固たる知識である，と教えました。
スミス大管長は，その啓示を与えてくださ
る聖霊について，また証について次のよう
に語っています。「聖霊が語られるとき
には，説得力が非常に強いため一切心に
疑いが残りません。それは，イエスがキリ
ストであられ主の福音が真実であること
を心から知ることができる唯一の方法で
す。」3

皆さんもこのような霊感を感じたことが
あるでしょう。今晩のわたしがそうであっ
たように，福音のある一部を確認する霊
感であったかもしれません。信仰箇条第
13条の「正直，真実，純潔，慈善，徳高
く」あるという言葉を聞いたとき，わたし
はまるで主が語っておられるように感じま
した。それらが主の特質であることを再
び感じたのです。ジョセフ・スミスは主の
預言者であると感じていました。ですか
ら，わたしにとっては単なる言葉ではな
かったのです。

わたしの頭には，ユダヤのほこりっぽい
道とゲツセマネの園の光景が浮かびまし
た。そして，ジョセフがニューヨークの森
の中で御父と御子の御

み

前
まえ

にひざまずいた

ときと同じような気持ちを少なくとも心に
感じました。ジョセフが見たような太陽
の輝きにも勝る光を心で見ることはできま
せんでしたが，証の温かさと不思議を感じ
ました。

イエス・キリストの福音の全部の真理
について少しずつ確認を受けるにつれて，
証も少しずつ自分のものになっていきま
す。例えば，モルモン書を読み深く考える
ときに，以前読んだ節が新鮮に見え，新
たな考えが思い浮かぶことがあります。
その考えが真実であるという確認が聖霊
から与えられると，証の幅と深みが増しま
す。生きた証は，聖文を研究し，祈り，深
く考えることにより増し加えられます。

この生きた証を手に入れ維持する方法
を最もよく説明しているとわたしが考える
記述は，これまでにもよく引用されてきま
したが，モルモン書のアルマ書第 32 章で
す。皆さんも何度も読んだことがあるかも
しれません。わたしはこの箇所を読む度
に新たな光を見いだします。今晩，この
聖句の中で教えられている教訓を今一度
おさらいしましょう。

霊感あふれるこの記述の中で，証を求
めるにはまず「ごくわずかな信仰」と，大
きくなってほしいという望みが必要だと教
えられています。4 今晩，救い主の親切や

正直に関する感動的な話，主の戒めと贖
しょく

罪
ざい

によりわたしたちが到達できる純粋さ
に関する心揺さぶる話を聞きながら，信仰
とその望みを感じたことでしょう。

信仰の種はすでに皆さんの心の中に植
えられました。さらには，アルマ書の中で
約束されている，心の広がりを幾分か感
じているかもしれません。わたしもそうで
した。

しかし，生長する植物のように，証は養
わなければしおれてしまいます。頻繁に
ささげる心からの信仰の祈りは，きわめ
て重要で必要な栄養です。受け入れた真
理に従うことにより，証を維持し強めるこ
とができます。戒めに従うことは，証に与
えなければならない栄養の一つです。

救い主のこの約束を覚えているでしょ
う。「神のみこころを行おうと思う者であ
れば，だれでも，わたしの語っているこの
教
おしえ

が神からのものか，それとも，わたし自
身から出たものか，わかるであろう。」5

この約束はわたしに対して果たされてき
ましたし，皆さんにも有効です。若いころ
にわたしが学んだ福音の教義の一つは，
神のあらゆる賜

たま

物
もの

のうち最も大いなるも
のは永遠の命だということです。6 永遠の
命の一つの側面は，家族とともに愛のう
ちに永遠に住むということであると，わた
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しは学びました。
これらの真理を初めて聞き真実である

という確認を心に受けて以来，わたしは
自分の家族と家庭の中で争いを避け平和
を作り出すために，できる限り適切な選択
をしなければならないと感じてきました。

この世が終わって初めて，すべての祝
福の中で最も大いなる祝福である永遠の
命を完全に享受することができます。し
かし，わたしはこの世の試練の最中にも，
天における自分の家族がどのようなもの
かをわずかながらかいま見たことがあり
ます。それらの経験から，神殿で行使さ
れる結び固めの力が実在するというわた
しの証ははぐくまれ，強められてきました。

二人の娘が先祖のために神殿でバプテ
スマを受ける姿を見て，わたしの心は娘た
ちと，名前が見つかったその先祖たちに
向けられました。家族の心が互いに向け
られるというエリヤの約束がわたしの家
族の中で果たされました。7 そして，アル
マ書で約束されているように，わたしの信
仰は確かな知識となりました。

救い主が地上での務めの後に霊界に来
られたときに先祖が感じた喜びを，わたし
はわずかながら感じたことがあります。
教義と聖約にこのように記されています。
「そして，聖徒たちは彼らの贖

あがな

いを喜
び，ひざまずき，神の御子を贖い主，およ
び死と地獄の鎖からの解放者として受け
入れた。

彼らの顔は光を放ち，主の前から発す
る輝きが彼らのうえにとどまった。そし
て，彼らは主の聖なる名を賛美した。」8

わたしが先祖の喜びを感じられたのは，
永遠の命に関する主の約束が本物である
という自分の証に基づいて行動したため
でした。救い主が約束されたとおり，証に
従って行動することを選択することによ
り，その証が強められたのです。

主はまた，従順になることを選ぶことに
加え，真理に対する証を祈り求めなけれ
ばならないと教えられました。主は，モル
モン書について祈るようにという戒めの

中でそのことを教えられました。預言者
モロナイを通じて次のように語っておられ
ます。
「見よ，わたしはあなたがたに勧めた

い。あなたがたにとってこの記録を読む
ことが，神の知恵にかなうようであれば，
あなたがたはこれを読むときに，アダムが
造られてからあなたがたがこれを受ける
ときまで，主が人の子らにどれほど憐

あわ

れみ
をかけてこられたかを思い起こし，それを
心の中で深く考えてほしい。

また，この記録を受けるとき，これが真
実かどうかキリストの名によって永遠の父
なる神に問うように，あなたがたに勧めた
い。もしキリストを信じながら，誠心誠意
問うならば，神はこれが真実であること
を，聖霊の力によってあなたがたに明らか
にしてくださる。

そして聖霊の力によって，あなたがたは
すべてのことの真理を知るであろう。」9

この約束が真実であることを，すべて
の皆さんがすでに自分自身で確かめてい
るか，またはすぐに確かめることを願って
います。答えは，一つの力強い霊的な経
験により与えられるとは限りません。わた
しの場合，答えは初め静かにやって来まし
た。しかし，モルモン書を読みそれにつ
いて祈る度に，いっそう強い答えを受けま
した。

わたしは過去の出来事に依存しません。
モルモン書について生きた証を固く保つ
ためにモロナイの約束を頻繁に受けるよう
にしています。わたしは証という祝福が，
いつまでも有効な当たり前の権利だとは
思いません。

証は，信仰の祈りや，聖文に記された神
の御言葉を求める強い望み，受け入れた
真理に従うことによって培う必要がありま
す。祈りを怠るならば危険にさらされま
す。聖文をいいかげんに学んだり読んだ
りするならば証は危機に瀕

ひん

します。それ
らは証に必要な栄養です。

アルマの警告を覚えているでしょう。
「しかし，もしあなたがたがその木に構

わず，養い育てることに心を配らなけれ
ば，見よ，それが根付くことはないであろ
う。そして，太陽の暑さが及んでその木
を熱すると，その木はまったく根がないの
で枯れてしまうであろう。そこであなたが
たは，その木を抜いて捨てる。

さてこれは，種が良くなかったからでも
なければ，実が好ましいものでなかった
からでもない。ただ，あなたがたの土地
がやせているためである。あなたがたが
その木に養いを与えようとしないので，実
を得ることができないのである。」10

神の御言葉をよく味わい，心から祈り，
主の戒めに従うことは，証をはぐくみ大き
くするためにたゆまず継続的に行うべき
ことです。手に余る状況に直面していつ
もの聖文学習が妨げられることがだれに
でもあります。何らかの理由で祈らないこ
とを選ぶ時期があるかもしれません。し
ばらくの間無視することを選ぶ戒めがあ
るかもしれません。
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しかし，アルマの警告と約束を忘れる
と，生ける証を得たいという望みはかなえ
られません。
「このように，もし信仰の目をもって実を

期待しながら御言葉を養おうとしなけれ
ば，あなたがたは決して命の木の実を得
ることができない。

しかし，あなたがたが御言葉に養いを
与えようとすれば，つまり，その木が生長
を始めるときに，非常な熱意と，忍耐を伴
う信仰を働かせてその実を期待しながら
養いを与えようとすれば，それは根付くで
あろう。そして見よ，それは生長して永遠
の命をもたらす木になるであろう。

あなたがたは，御言葉が自分の中に根
付くように，熱意と信仰と忍耐をもってそ
れを養うので，見よ，やがてその実を得る
であろう。その実は最も価値があり，どん
な甘いものよりも甘く，どんな白いものよ
りも白く，どんな清いものよりも清い。ま
た，あなたがたは満ち足りるまでその実を
食べて，もう飢えることも，渇くこともない
であろう。

……そのときにあなたがたは，その木
があなたがたのために実を結ぶのを待ち
ながら示した，あなたがたの信仰と熱意

と忍耐と寛容の報いを刈り入れるのであ
る。」11

「実を期待しながら」というこの聖句の
言葉は，今晩皆さんに与えられた賢明な
教えと結びついています。これこそ，皆さ
んの目が将来神殿で結び固めを受ける日
に向けられた理由です。皆さんが結婚す
る，神の神殿の結び固めの部屋で，向き
合った壁の鏡に映る一続きの果てしない
光を心に描くよう促されたのも，このため
です。

証から生まれた望みを十分に持ってそ
のような日を待ち望めるならば，皆さんは
強められてこの世の誘惑を退けることが
できるでしょう。さらに救い主のように生
活しようと努力することを選ぶ度に，証は
強められます。やがて，主が世の光であら
れることを自分自身で知ることができるで
しょう。

また，自分の生活の中で光が輝きを増
しているのを感じるようになるでしょう。
努力なしにその日は来ません。しかし，証
が増し加えられ，その証をさらにはぐくむ
ことを選ぶならば，その日が訪れます。教
義と聖約には次のような約束が記されて
います。「神から出ているものは光である。

光を受け，神のうちにいつもいる者は，さ
らに光を受ける。そして，その光はますま
す輝きを増してついには真昼となる。」12

証を人 と々分かち合うときに，皆さんは
世の光となります。皆さんは生活の中で
キリストの光を人々の前に輝かすでしょ
う。皆さんの愛する人たちにその光が届
くよう，主は方法を見いだしてくださいま
す。そして，神の娘たちの信仰と証が一つ
となることを通して，神は神の王国と全世
界の大勢の人々の生活に神の光を注がれ
ます。

皆さんの証と選択には，教会の希望と，
将来皆さんの模範に従う世代の希望があ
ります。「わたしに従ってきなさい」とい
う主の招きを聞いて受け入れるという模
範です。主は皆さんを御存じであり，愛し
ておられます。

わたしの愛と証を残します。皆さんは，
愛にあふれた生ける天の御父の娘です。
復活された御子イエス・キリストが救い主
であり世の光であられることをわたしは
知っています。聖霊が今晩，皆さんの心
に真理を確認するメッセージを送られた
ことを証します。トーマス・Ｓ・モンソン
大管長は生ける神の預言者です。このこ
とをイエス・キリストの聖なる御

み

名
な

により
証します，アーメン。■
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